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     ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
は
、
二
年
に
一
度
行

わ
れ
る
美
術
展
覧
会
の
こ
と
。
一
八
九
五

年
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

現
在
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
韓

国
の
光
州
な
ど
世
界
各
地
で
行
わ
れ
、

ア
ー
ト
の
最
前
線
を
鑑
賞
で
き
る
国
際
的

な
展
覧
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

         二
〇
〇
七
年
の
第
一
回
で
は
十
四
万
四

千
人
の
来
場
者
を
記
録
し
た
「
港
で
出
合

う
芸
術
祭
～
神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
。
そ

の
第
二
回
が
今
秋
十
月
三
日
か
ら
十
一
月

二
十
三
日
に
か
け
て
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
、

兵
庫
県
立
美
術
館
、
神
戸
港
、
三
宮
・
元

町
商
店
街
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
わ 

ｗ
ａ
」
。
平
和
、
調
和
、

和
み
、
環
、
輪
な
ど
を
意
味
し
ま
す
。 

      今
回
新
た
な
試
み
と
な
る
神
戸
港
会
場

で
は
、
海
上
に
作
品
を
展
示
。
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
と
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
を
船
で
結
び
、
船

上
か
ら
神
戸
の
街
と
山
々
を
背
景
に
鑑
賞

し
ま
す
。
ま
た
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
輸
送

用
コ
ン
テ
ナ
を
用
い
る
な
ど
、
港
・
神
戸

ら
し
さ
が
随
所
に
光
り
ま
す
。
現
代
ア
ー

ト
、
い
け
ば
な
や
書
と
い
っ
た
伝
統
的
な

芸
術
、
園
芸
を
基
本
と
し
た
新
し
い
ジ
ャ

ン
ル
「
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ト
」
な
ど
、
多
種

多
様
な
、
神
戸
ら
し
い
芸
術
祭
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

    

 

 

神戸ビエンナーレ(シンボルコンテナ)

神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ 



－新しく入った本－ 

ハ
イ
カ
ラ
神
戸
幻
視
行
｜
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
と
美
少
女
の
都
へ 

西
秋
生(

神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー) 

 
 

大
正
中
期
か
ら
昭
和
十
年
代
に
至
る

神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
。
稲
垣
足
穂
、

谷
崎
潤
一
郎
、
中
山
岩
太
ら
多
く
の
芸

術
家
が
神
戸
で
過
ご
し
、
街
を
舞
台
に
、

生
活
を
素
材
に
作
品
を
生
ん
だ
。
神
戸

と
の
明
示
が
な
く
て
も
、
そ
の
背
景
に

は
モ
ダ
ン
で
ハ
イ
カ
ラ
な
当
時
の
エ
ッ

セ
ン
ス
が
あ
る
。 

す
く 

 

著
者
は
、
彼
ら
が
神
戸
と
い
う
街
か

ら
純
化
さ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
を
掬
い
取
る
。

本
書
で
は
、
そ
の
仮
構
の
街
の
面
影
を

辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
表
れ
る

〝
神
戸
〟
こ
そ
が
、
今
な
お
人
々
の
心

を
捉
え
る
こ
の
街
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
流

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
代
を

過
ご
し
た
芸
術
家
た
ち
が
、
い
つ
か
ど

こ
か
で
す
れ
違
っ
て
い
た
か
も
、
と
空

想
を
か
き
立
て
ら
れ
る
の
も
楽
し
い
。 

         

神
戸
み
ん
な
の
大
衆
食
堂
｜
旨
い
安
い
早

い 

街
ポ
ケ
ッ
ト
編
集
部
編(

春
日
出
版) 

 

神
戸
を
舞
台
に
し
た
「
街
ポ
ケ
ッ
ト 

シ
リ
ー
ズ
」
の
第
三
弾
。
テ
ー
マ
は｢

大

衆
食
堂
」
。
大
衆
食
堂
と
い
え
ば
、
和

定
食
や
丼
も
の
と
い
っ
た
和
食
が
思
い

浮
か
ぶ
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
お
店
は
、

港
町
神
戸
ら
し
く
国
際
色
豊
か
。
カ
ツ

を
中
心
と
し
た
洋
食
に
、
中
華
、
韓
国
、

ベ
ト
ナ
ム
料
理
ま
で
。
お
い
し
そ
う
な

写
真
と
食
欲
を
そ
そ
る
紹
介
コ
メ
ン
ト

に
つ
い
チ
ェ
ッ
ク
し
た
く
な
る
。
胃
袋

に
自
信
が
あ
る
人
は
、
巻
末
の｢

メ
ガ
盛

り
メ
ニ
ュ
ー
」
に
挑
戦
し
て
み
て
は
？ 

 

あ
じ
さ
い
を
楽
し
む
｜
人
気
の
野
生
種
・

園
芸
種
１
５
０
余
種
と
育
て
方 

藤
井
清

監
修
（
栃
の
葉
書
房
） 

 
 

あ
じ
さ
い
百
五
十
余
種
と
育
て
方
を

カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
す
る
。
六
甲
山
系

の
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
な
ど
、
野
生
種
が
多

数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

他
に
歴
史
が
わ
か
る
コ
ラ
ム
や
自
然

界
で
の
驚
く
べ
き
変
異
の
実
態
な
ど
、

あ
じ
さ
い
に
ま
つ
わ
る
情
報
も
満
載
。

あ
じ
さ
い
を
楽
し
み
、
知
り
尽
く
す
一

冊
だ
。 

鑑
賞
す
る
な
ら
神
戸
市
立
森
林
植
物

園
は
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
。

六
甲
の
名
花
シ
チ
ダ
ン
カ
が
見
ら
れ
る
。 

バ
ラ
ー
ド
神
戸
｜
ゆ
っ
た
り
優
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
神
戸
恋
歌 

短
編
小
説
集 

田

中
良
平
（
ド
メ
ス
出
版
） 

 
 

五
つ
の
短
編
か
ら
な
る
小
説
集
。
舞

台
は
、
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
、
御
影
の
個

人
美
術
館
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
バ
ー
、
三

宮
セ
ン
タ
ー
街
の
老
舗
喫
茶
店
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、
と
い
う
い
ず
れ
も

ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
香
り
漂
う
場
所
で
あ

る
。 

 
 

登
場
人
物
た
ち
は
、
戦
争
を
く
ぐ
り

ぬ
け
、
戦
後
の
復
興
を
担
い
、
そ
し
て

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
世
代
。

神
戸
の
盛
衰
を
、
身
を
も
っ
て
知
る

人
々
で
あ
る
。
物
語
の
あ
ち
こ
ち
に
、

街
の
歴
史
や
実
在
す
る
人
物
が
散
り
ば

め
ら
れ
、
主
人
公
の
人
生
に
光
と
影
を

添
え
る
。 

一
冊
ま
る
ご
と
が
、
神
戸
と
い
う
街

に
恋
を
し
た
人
々
（
著
者
を
含
め
）
が

奏
で
る
賛
歌
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

         

神
戸
真
珠
物
語 

神
戸
真
珠
物
語
制
作
委

員
会
編(

尾
川
議
顕
） 

 
 

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
真
珠

は
、
神
戸
の
地
場
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
日
本
で
真
珠
の
養
殖
が
始
ま
る
と
、

神
戸
は
真
珠
の
集
荷
地
と
な
り
、
や
が

て
、
加
工
や
輸
出
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

真
珠
業
の
発
展
は
、
港
と
関
係
が
深
い

が
、
神
戸
の
地
形
や
風
土
も
、
真
珠
の

選
別
に
は
適
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

本
書
は
、
真
珠
業
界
と
か
か
わ
り
の

あ
る
十
八
人
が
、
神
戸
と
真
珠
に
つ
い

て
語
っ
た
も
の
。
真
珠
を
愛
す
る
人
々

の
熱
い
思
い
が
つ
ま
っ
た
一
冊
。 

 

友
愛
の
政
治
経
済
学 

賀
川
豊
彦
著 

野

尻
武
敏
監
修(

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会

出
版
部
） 

こ
の
本
の
原
書
は
賀
川
豊
彦
が
全
米

で
行
っ
た
講
演
旅
行
の
講
演
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
一
九
三
六
年
に
ア
メ
リ
カ

で
出
版
さ
れ
た
。
以
後
、
十
七
ヶ
国
語
、

二
十
五
ヶ
国
で
出
版
さ
れ
た
が
、
日
本

で
は
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

神
戸
に
生
ま
れ
徳
島
で
育
っ
た
賀
川

が
、
神
戸
で
救
貧
活
動
を
始
め
て
か
ら

今
年
は
百
年
目
に
当
た
り
、
そ
の
記
念

に
邦
訳
・
出
版
さ
れ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
候
補
に
も
な
っ
た
彼
の
社
会
観
を

包
括
的
・
体
系
的
に
示
す
著
作
で
あ
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200041853&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200098702
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200044512&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200105686
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200043844&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200101748
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200042614&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200100487
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200038397&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200093399
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200042616&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200098875


－新しく入った本－ 

兵
庫
県
知
事
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
―
15 

年
の
記
録 

貝
原
俊
民
（
丸
善
） 

 
 

震
災
か
ら
十
五
年
。
多
く
の
対
策
の

成
否
も
客
観
的
に
み
え
て
き
た
今
、
当

時
の
兵
庫
県
知
事
で
あ
っ
た
著
者
が
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
総
括
し
た
。 

「
災
害
対
策
」
と
「
復
興
対
策
」
の

二
編
か
ら
構
成
。
自
衛
隊
派
遣
要
請
の

経
緯
や
、
政
府
主
導
で
は
な
く
現
地
主

導
で
の
「
創
造
的
復
興
」
体
制
の
取
組

み
な
ど
、
当
時
を
振
り
返
る
。 

ま
た
、
震
災
の
教
訓
を
基
本
と
し
た

災
害
時
の
自
衛
隊
の
あ
り
方
や
復
興
法

体
系
の
整
備
な
ど
、
今
後
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
、
広
い
視
野
か
ら
の
提
言
が
、

随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

震
災
直
後
か
ら
、
復
旧
、
復
興
対
策

の
過
程
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

対
応
し
た
か
、
反
省
や
悲
し
み
、
感
謝

な
ど
、
率
直
な
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。 

    

    

  

水
損
史
料
を
救
う
｜
風
水
害
か
ら
の
歴
史

資
料
保
全 

松
下
正
和 

河
野
未
央
編

（
岩
田
書
院
） 

震
災
を
契
機
に
誕
生
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
史
料
ネ
ッ
ト
」
が
行
っ

た
、
平
成
十
六
年
に
但
馬
・
丹
後
を

襲
っ
た
水
害
の
被
災
史
料
の
救
済
記
録

で
あ
る
。 

水
損
史
料
は
カ
ビ
が
発
生
し
、
応
急

措
置
が
遅
れ
る
と
廃
棄
さ
れ
る
公
算
が

高
い
。
本
書
は
史
料
修
復
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
掲
載
し
、
水
害
時
の
備
え
に
な
る
。 

平
時
か
ら
史
料
の
所
在
確
認
や
啓
発
、

地
域
史
研
究
団
体
・
自
治
体
と
の
相
互

協
力
体
制
を
築
く
必
要
性
も
説
き
、
史

料
を
散
逸
さ
せ
な
い
努
力
を
提
言
す
る
。 

 

風
見
鶏
謎
解
き
の
旅 
広
瀬
毅
彦 

(

神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー) 

神
戸
の
異
人
館
と
い
え
ば
、
「
風
見

鶏
の
館
」
が
有
名
だ
。
し
か
し
、
最
初

の
所
有
者
で
あ
る
ド
イ
ツ
人
貿
易
商

ト
ー
マ
ス
家
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
、
子
孫
を

探
し
出
し
、
丹
念
な
取
材
を
行
っ
た
。 

「
風
見
鶏
の
館
」
の
建
築
年
代
の
謎

を
解
く
旅
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
設
計
者
デ

ラ
ラ
ン
デ
の
生
誕
地
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ

と
辿
り
着
く
。
徹
底
し
た
調
査
に
よ
り
、

明
ら
か
に
な
っ
た
真
実
と
は
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

告
白
の
海 

柏
木
薫
（
編
集
工
房
ノ
ア
）

住
宅
復
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

塩
崎
賢
明

（
日
本
経
済
評
論
社
） 

花
か
ぶ
き
の
美
学 

吉
田
泰
巳(

淡
交
社
） 

                        

神
戸
山
手
線
建
設
事
業
誌
｜
山
と
海
を
結

ぶ
歴
史
浪
漫
街
道 

（
阪
神
高
速
道
路
管

理
技
術
セ
ン
タ
ー
） 

賀
川
ハ
ル
史
料
集 

賀
川
ハ
ル
著 

三
原

容
子
編
（
緑
蔭
書
房) 

外
科
医
須
磨
久
善 

海
堂
尊
（
講
談
社
） 

               

図書館 

『兵庫縣新風景』より 扇港大観（神戸埠頭）

書庫探訪 その⑲ 

『兵庫縣新風景』 

福田眉仙は赤穂郡（現在の相生市）に生まれた日本画家ですが、明治の終

わりに中国へと渡り、その自然に魅了されました。中国では南宋画や明清画

も研究したといわれ、独特の画風が魅力です。 

昭和5年（1930）、眉仙は昭和天皇の神戸行幸に際し、絵葉書のデザインを

依頼されて兵庫県各地を写生してまわりました。この時、郷土の風景をあら

ためて見つめた眉仙は、時の流れとともに変化していく景色を書画に残す決

意をします。そうして生まれたこの『兵庫懸新風景』には、淡路島や神戸

港、摩耶山、播磨灘などの12景が描かれ、墨画に淡彩が施された画面から、

自然 の荒々しさや大きさ、人々の暮ら

しが伝わってきます。 

日本や中国、韓国を題材に数々の山

水風景を描いた眉仙は、昭和38年

（1963）に芦屋市の自宅で亡くなりま

したが、その作品は湊川神社拝殿の天

井絵などでも見ることができます。 

                                神戸市                                    
                                            

         

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200045880&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200106642
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200040870&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200095978
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200047055&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200104542
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200043184&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200103099
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200040409&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200097510
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200043053&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200096257
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200040709&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200098329
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六
甲
全
山
縦
走
と
加
藤
文
太
郎 

 

海
と
山
の
出
合
う
街
神
戸
。
豊
か
な
自

然
を
育
む
国
立
公
園
六
甲
山
で
は
毎
年

「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
六
甲
全
山
縦
走
大
会
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
競
わ
ず
、

自
ら
の
力
で
歩
き
通
す
こ
と
、
そ
し
て
助

け
合
い
の
精
神
が
尊
重
さ
れ
る
行
事
で
す
。 

神
戸
市
が
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
大

会
を
開
始
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
秋
。

ア
ジ
ア
初
の
万
国
博
覧
会
が
大
阪
・
千
里

丘
陵
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
五
年
後
、
日
本

女
子
登
山
隊
が
女
性
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登

頂
に
成
功
し
た
年
の
こ
と
で
し
た
。
完
走

者
は
男
子
一
一
九
五
人
、
女
子
一
〇
四
人

で
し
た
。 

 

六
甲
全
山
縦
走
で
有
名
な
の
が
加
藤
文

太
郎
（
一
九
〇
五
―
一
九
三
六
）
で
す
。

『
単
独
行
』
（
加
藤
文
太
郎
著
）
後
記
に

よ
る
と
大
正
十
四
年
に
単
独
で
縦
走
し
た

と
あ
り
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
小
説
『
孤
高

の
人
』
（
新
田
次
郎
著
）
で
は
次
の
よ
う

に
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
加
藤
は
生
れ
な
が
ら
の
登
山
家
で

あ
っ
た
。
彼
は
日
本
海
に
面
し
た
美
方
郡

浜
坂
町
に
生
れ
、
十
五
歳
の
と
き
こ
の
神

戸
に
来
て
、
昭
和
十
一
年
の
正
月
、
三
十

一
歳
で
死
ぬ
ま
で
、
こ
の
神
戸
に
い
た
。

彼
は
す
ば
ら
し
く
足
の
速
い
男
だ
っ
た
。

彼
は
二
十
歳
の
と
き
、
六
時
に
和
田
岬
の

寮
を
出
て
塩
屋
か
ら
山
に
入
り
、
横
尾
山
、

高
取
山
、
菊
水
山
、
再
度
山
、
摩
耶
山
、

六
甲
山
、
石
の
宝
殿
、
大
平
山
、
岩
原
山
、

岩
倉
山
、
宝
塚
と
お
よ
そ
五
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
縦
走
路
を
踏
破
し
、
そ
の
夜
の
十

一
時
に
和
田
岬
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た
。
全

行
程
お
よ
そ
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
十
七
時

間
か
け
て
歩
き
通
し
た
の
だ
」 

彼
が
生
ま
れ
た
明
治
三
十
八
年
に
は

「
日
本
山
岳
連
盟
」
が
誕
生
し
、
探
検
登

山
の
黄
金
期
が
幕
を
開
け
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。
大
正
十
年
に
は
槇
有
恒
が
ス
イ

ス
・
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
初
登
攀
に
成
功
し
、

岩
登
り
と
積
雪
期
登
山
が
日
本
で
も
本
格

的
に
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。 文

太
郎
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
山
道
や
県

内
の
公
道
を
歩
き
始
め
た
よ
う
で
す
。
日

曜
日
に
歩
け
る
だ
け
歩
き
、
行
き
着
い
た

終
点
を
次
の
日
曜
日
の
起
点
と
し
て
リ

レ
ー
の
よ
う
に
歩
き
継
ぐ
独
特
な
歩
き
方

を
考
案
。
地
形
図
と
照
合
し
研
究
し
な
が

ら
隅
々
ま
で
山
野
を
歩
き
回
り
、
あ
ら
ゆ

る
条
件
を
想
定
し
て
心
身
の
鍛
錬
を
計
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

須磨アルプス 

当
時
の
登
山
は
遠
征
費
を
は
じ
め
、
山

岳
ガ
イ
ド
や
装
備
の
費
用
も
か
さ
み
、
外

国
人
や
上
流
階
級
の
娯
楽
的
な
側
面
が
あ

り
ま
し
た
。
勤
め
人
で
あ
っ
た
彼
は
、
限

ら
れ
た
休
暇
を
利
用
し
て
、
但
馬
や
近
畿

の
山
々
を
は
じ
め
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
を

次
々
と
単
独
制
覇
し
、
世
間
か
ら
「
不
死

身
の
加
藤
」
「
単
独
行
の
加
藤
」
と
し
て

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
槍
ヶ
岳
北
鎌
の
冬

山
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
は
、
「
単
独

行
」
で
は
な
い
最
初
で
最
後
の
登
山
で
し

た
。  

登
山
界
の

活
況
を
背
景

に
、
大
正
十

年
ご
ろ
の
六

甲
山
で
も
市

民
登
山
が
隆

盛
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
「
神
戸
ア
ル
プ
ス
縦
断
競
走

大
会
」
（
神
戸
新
聞
社
）
、
大
正
十
五
年

「
第
一
回
六
甲
山
脈
大
縦
走
」
（
神
戸
徒

歩
会
）
等
が
企
画
実
施
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。 こ

う
い
っ
た
市
民
の
登
山
愛
好
は
、
神

戸
市
が
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
大
会
を

開
始
し
た
理
由
の
一
つ
で
す
。
昭
和
四
十

年
代
後
期
か
ら
の
余
暇
時
間
の
増
加
に
伴

い
、
余
暇
対
策
は
行
政
課
題
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
相
次
い
だ
水
害
体
験
か

ら
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
、

災
害
に
対
応
で
き
る
市
民
、
健
康
を
自
己

管
理
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
意
図
も
あ

り
ま
し
た
。 

大
会
は
回
を
重
ね
る
度
に
参
加
者
数
、

知
名
度
が
上
が
る
一
方
、
登
山
道
の
樹
木

の
損
傷
、
近
隣
住
宅
へ
の
迷
惑
、
安
全
対

策
…
と
様
々
な
問
題
が
表
出
し
ま
し
た
。

検
討
と
試
行
は
繰
り
返
さ
れ
、
現
大
会
の

原
型
が
固
ま
っ
た
の
は
、
第
十
二
回
。

「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」
（
昭
和
六

十
年
）
を
機
に
大
会
を
外
部
に
も
開
放
し
、

様
々
な
交
流
を
図
る
と
い
う
方
向
性
が
打

ち
出
さ
れ
、
参
加
回
数
制
限
を
止
め
、
市

外
参
加
者
の
受
入
を
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。 

今
年
も
深
ま
り
行
く
紅
葉
と
と
も
に
、

大
会
は
四
千
人
の
参
加
者
を
迎
え
ま
す
。

明
治
期
に
開
発
を
先
導
し
た
グ
ル
ー
ム
を

は
じ
め
と
す
る
在
留
外
国
人
、
加
藤
文
太

郎
、
幾
多
の
人
々
が
踏
み
し
め
て
き
た
六

甲
山
の
土
。
踏
み
し
め
る
人
の
数
だ
け
ド

ラ
マ
を
生
み
な
が
ら
、
山
は
歴
史
を
刻
み

続
け
ま
す
。 
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